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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

 2011 年 3 月 に 発 生 し た 東 日 本 大 震 災は ，学校 や 地 域 社 会 に大 き な被 害 を 与 え た が，震 災への

対 応 を 経 て ， 教育 委 員会 や 学 校 に お いて は ，防 災 教 育 ， 道 徳教 育 ，地 域 教 育 を は じめ ， 学校 教

育 の 捉 え 直 し が進 め られ て い る 。  

 特 に ， 岩 手 県教 育 委員 会 に お い て は， 県 教育 委 員 会 が 中 心と な って ， す べ て の 市町 村 教育 委

員 会 ，す べ て の学 校 で 震災 後 の 学 校 教 育の 在 り方 を ，復 興 教 育の 視 点 から 見 直 し を 進 め ，「 い わ

て の 復 興 教 育 」と し て創 造 す る こ と を提 唱 して い る 。  

 本 研 究 で は ，被 災 地の 教 育 委 員 会 ，学 校 を訪 問 し ， ど の よう な 復興 教 育 が 構 想 ，展 開 され て

い る の か に つ いて 情 報収 集 す る と と もに ， 特に ， 特 色 あ る 取り 組 みを し て い る 学 校の 震 災復 興

教 育 を 取 り 上 げ， 東 日本 大 震 災 が 学 校教 育 に与 え た 影 響 と 学校 教 育の 再 構 成 の 在 り方 に つい て

明 ら か に し よ うと す るも の で あ る 。  

 具 体 的 に は ，岩 手 県全 体 の 復 興 教 育へ の 取り 組 み を 概 観 する た めに ， 岩 手 県 教 育委 員 会， 市

町 村 教 育 委 員 会の 取 り組 み に つ い て ，ま た ，各 学 校 の 取 り 組み に つい て 広 く 情 報 収集 を 行い ，

そ の 概 要 の 把 握に 努 めた 。 そ の 上 で ，従 来 から 調 査 対 象 に 設定 し て継 続 し て 震 災 復興 教 育の 展

開 を 見 て き た 山田 町 立山 田 南 小 学 校 の実 践 につ い て ， さ ら に詳 細 な検 討 を 進 め た 。そ の 結果 ，

「 い わ て の 復 興教 育 」プ ロ グ ラ ム で は， 復 興教 育 の 基 本 的 な考 え 方と し て ， 教 育 内容 に おい て

求 め ら れ る 要 件， 教 育内 容 を 見 直 す 視点 ， さら に 学 習 プ ロ セス の 例示 等 を 提 示 し て， 市 町村 教

育 委 員 会 ， 各 学校 の 震災 復 興 教 育 の 取り 組 みを 進 め て い る こと を 確認 し ， そ れ を 受け て ，山 田

南 小 学 校 で は ，「心 の サポ ー ト を 中 心 とし て 学校 運 営 」（ 心 の 復興 ） を核 に 据 え た 震 災復 興 教育

の 実 践 を 行 っ てい る 事例 を 分 析 ，考 察し た 。「感 謝 の 気 持 ち だけ で は心 は 元 気 に な らな い 」とい

う 児 童 生 徒 の 実態 へ の洞 察 を 背 景 に して ， ①現 実 を 受 け 入 れ， そ の中 で 最 大 限 の 工夫 を 体験 す

る こ と ， ② 同 じ目 標 にむ か っ て 取 り 組む 体 験を さ せ る こ と ，③ い ろい ろ な 人 と 関 わる 体 験を さ

せ る こ と を 具 体的 な 方針 と し て 掲 げ ，命 の 授業 ， 希 望 と 絆 の会 な どの 実 践 を 展 開 させ て いる 。

こ う し た 実 践 につ い ては ， 試 案 と し て， ポ ジテ ィ ブ 心 理 学 の視 点 を参 考 に し た 実 践の 解 釈を 行

っ た 。  

 被 災 地 の 震 災復 興 教育 は ， そ れ ぞ れの 地 域や 学 校 の 状 況 を踏 ま えて ， さ ま ざ ま な内 容 で展 開

さ れ て お り ， また ， 現在 進 行 中 で あ る。 本 研究 は そ の 一 部 を扱 っ たも の で あ る が ，震 災 復興 教

育 と し て 公 的 なプ ロ グラ ム に 基 づ い た具 体 的な 実 践 の 報 告 とし て 重要 な 意 義 を 有 して い ると 考

え て い る 。 今 後も ， 震災 復 興 教 育 の 取り 組 みに つ い て の 研 究を 継 続し た い と 考 え てい る 。  

研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 

＜ 口 頭 発 表 ＞  

・ 日 本 学 校 教 育学 会 第 28 回 大 会 （ 平 成 25 年 8 月 4 日 ） ラ ウ ン ド テ ーブ ル  

「 震 災 復 興 教 育に つ いて の 一 考 察 － 山田 南 小学 校 の 取 り 組 みの 事 例－ 」  

 
 


